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平成 29 年 8 月 1 日現在
（　　）内 前月比

人口
12,485人
（▲29）

男
6,005人
（▲13）

女
6,480人
（▲16）

世帯
5,679世帯
（▲9）

2017

８月５日 とよおか夏まつり・投げ松明
（旧豊岡小学校グラウンド）
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まちのわだいいろんな出来事をお届け

早期完成を目指す
８月 4 日　中部横断自動車道（富沢・増穂）建設促進
　　　　　連絡協議会定期総会（中富総合会館）

　中部横断自動車道（富沢・増穂）建設促進
連絡協議会及び峡南女性みちの会の定期総会
が行われ、平成 28 年度決算及び平成 29 年
度予算が承認されたほか、国、山梨県そして
中日本高速道路（株）から工事進捗状況の報
告がありました。
　また、改めて中部横断自動車道（富沢・増
穂）の早期完成を全会一致で確認しました。

見守り協定を結びました
7 月 26 日　見守り協定調印式（町長室）

　宅配事業「おうち CO‐OP」などを手掛
ける生活協同組合ユーコープと町で、見守り
活動に関する協定を結びました。
　商品の宅配や営業活動で町内の世帯を訪れ
た際、郵便が溜まっているなどの異変があっ
た場合は町や警察、消防に連絡をする内容で
す。
　今回の協定で町民の更なる安心安全に繋が
ることを期待しています。

急に倒れた人を救えますか？
7 月 23 日　普通救命講習会（下山分館）

　峡南消防本部中部消防署の救急隊４人にお
越しいただき、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
を用いた心肺蘇生法の講習会が下山分館で行
いました。
　講習会では、胸骨圧迫による心臓マッサー
ジや人工呼吸、誤飲により喉にものが詰まっ
た際の対処方法などの説明が行われました。
積極的に質問が出るなど、参加者は終始真剣
に受講していました。
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地域の話題や情報をお寄せください
政策室 広聴広報担当　☎ 0556-42-4801

夏の風物詩
8月5日　とよおか夏まつり（旧豊岡小学校グラウンド）

　とよおか夏まつりが今年も開催され身龍会
ウェーブのよさこいソーランや子ども神輿が

「わっしょい」の掛け声とともに会場を練り
歩くなど大いに盛り上がりました。
　夕闇が訪れ、僧侶の読経によるお焚き上げ
が行われた後は、大人から子どもまで大勢の
人が投げ松明を行い（表紙）、夏の一夜を満
喫しました。

大物を狙って
8 月 6 日　やまめ祭り（下部リバーサイドパーク）

　恒例のヤマメのつかみ取りには、大勢の人
が参加し、スタートの合図で我先にと放流さ
れたヤマメを追いかけていました。
　全身川に浸かってヤマメを追いかける人や、
石の下に逃げ込む魚を狙う人など、思い思い
の方法でヤマメを捕まえていました。捕まえ
た魚は、その場でさばいて塩焼きにすること
ができ、自分で捕らえた魚の味に、大満足の
ようでした。

接戦の末、勝利 !!
8 月 5 日　ヴァンフォーレ甲府身延町サンクスデー

　山梨中銀スタジアムでヴァンフォーレ甲府
対ガンバ大阪戦が、身延町と山梨市のホーム
タウンサンクスデーとして行われました。町
民の方への無料招待券の配布により、多くの
方が声援を届けに訪れました。応援の甲斐
あって、試合は１対 0 で勝利しました。
　試合前には町内サッカーチーム身延ユナイ
テッド S Ｃが山梨市のサッカーチームと前座
試合を行いました。
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PICK UP ！
INFORMATION
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観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
し
ま
す

観光
商工　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
の
ぶ
観
光
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
開
通

を
見
据
え
、
増
加
が
期
待
さ
れ
る
観
光
客
に
本
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

を
案
内
し
て
い
た
だ
け
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
の
ぶ
観
光
セ
ン
タ
ー

「
身
延
町
が
好
き
で
観
光
客
を
お
も
て
な
し
し
た
い
」

「
身
延
の
歴
史
や
文
化
に
興
味
が
あ
る
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
」

「
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
」

「
地
域
活
動
に
参
加
し
た
い
」

　
観
光
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
の
知
識
や
経
験
が
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
あ

な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
興
味
や
関
心
さ
え
あ
れ
ば
、
き
っ
と
素
敵
な
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
な
れ
ま
す
。
既
に
活
動
し
て
い
る
先
輩
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
ん
な
と
一
緒
に
、
身
延
の
魅
力
を
伝
え
ま
せ
ん
か
。

　
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

身
延
町
を
訪
れ
て
く
れ
た
方
に

 

一
緒
に
「
み
の
ぶ
」
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
せ
ん
か

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
の
ぶ
観
光
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
２
０
０
５

　
メ
ー
ル
：center@

fujikaw
a.or.jp

　
格
安
ス
マ
ホ
会
社
の
中
に
は
実
際
の
店
舗
は
な
く
、
故
障
時
の
対

応
や
問
い
合
わ
せ
窓
口
が
電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
限
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
契
約
前
に
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
等
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
格
安
ス
マ
ホ
は
、
独
自
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
提
供
が
な
か
っ
た

り
、
故
障
時
に
代
替
機
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
が
有
料
で
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、

今
ま
で
の
携
帯
電
話
会
社
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が

必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
確
認
し
、
よ
く
検
討
し
て
か
ら
契
約
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
）

格
安
ス
マ
ホ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
要
確
認

観光
商工

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
課 

消
費
生
活
相
談
窓
口（
月・水・金
）

　
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
☎
０
５
５
６
（
６
２
）
１
１
１
６

　
格
安
ス
マ
ホ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
契
約
し
た
が
、
使
い
方
や
不

明
な
点
を
問
い
合
わ
せ
た
く
て
も
、
実
際
の
店
舗
が
な
く
サ
ポ
ー
ト
の

電
話
窓
口
し
か
な
い
が
何
度
か
け
て
も
話
し
中
で

つ
な
が
ら
な
い
。
家
族
や
周
り
の
人
に
聞
き
な
が

ら
使
っ
て
き
た
が
、
事
業
者
に
し
か
分
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

　
身
延
町
で
は
「
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
、
消

費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
取
得
し
た
相
談
専
門
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

消
費
者
契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
の
相
談
な
ど
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
身
延
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
言
助
言
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「
創
業
塾
」
の
開
催

観光
商工

身
延
町
起
業
家
養
成
セ
ミ
ナ
ー

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　

 

身
延
町
商
工
会

　

 

☎
０
５
５
６
（
６
２
）
１
１
０
３
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生涯
学習

■ 

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
３
０
１
７

躍
動
す
る 

甲
斐
の
国
・
身
延
の
地
の
歴
史

山
梨
県
立
博
物
館 

平
川 

南 

館
長 

講
演
会

【
内
容
】

　
１
、
甲
斐
国
名
の
な
ぞ
を
解
く

　
２
、
富
士
川
は
交
流
・
物
流
の
源

　
３
、
富
士
山
噴
火
と
甲
斐
国

　
４
、
日
蓮
聖
人
と
鵜
飼

　
５
、
久
那
土
と
道
祖
神

【
日
時
】
９
月
23
日
（
土
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】

　
身
延
町
総
合
文
化
会
館 

２
階
会
議
室

 

（
身
延
町
波
木
井
４
０
７
）

【
定
員
】
１
０
０
人

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
方
法
】

　
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　
９
月
22
日
（
金
）
ま
で

　
身
延
町
起
業
家
養
成
セ
ミ
ナ
ー
（
創
業
塾
）
は
、町
の
特
定
創
業
支
援
事
業
で
す
。

「
特
定
創
業
支
援
事
業
」
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
等
に
参
加
し
た
人
は
、
創
業
時
の
株

式
会
社
を
設
立
す
る
際
の
登
録
免
許
税
が
軽
減
さ
れ
た
り
、
一
部
融
資
制
度
に
お

け
る
限
度
額
の
拡
充
な
ど
の
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
】
身
延
町
で
創
業
を
予
定
し

て
い
る
方
ま
た
は
、
創
業
後
５
年

未
満
の
方

【
日
時
】
４
日
間

　
11
月
11
日
（
土
）、
18
日
（
土
）

　
12
月
２
日
（
土
）、
16
日
（
土
）

各
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

 

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
受
講
料
】
２
０
０
０
円　

 

※
受
講
初
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
（
３
日
目
、４
日
目
で
使
用
）

【
会
場
】
身
延
町
商
工
会 

中
富
支
所

 

（
切
石
１
９
２
‐
２
）

【
定
員
】
15
人

【
講
師
】
藤
嶋 

文
典 

氏

 

（
中
小
企
業
診
断
士
）

【
セ
ミ
ナ
ー
内
容
】

■ 
11
月
11
日

　
「
成
功
す
る
創
業
の
コ
ツ
」

　
「
公
的
支
援
制
度
の
活
用
法
」

　
「
資
金
調
達
と
資
金
活
用
法
」

　
「
起
業
経
験
者
談
」

■ 

11
月
18
日

　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
見
つ
け
方
、
作
り
方
」

　
「
事
業
ア
イ
デ
ア
の
創
出
法
」

　
「
創
業
時
に
必
要
な
手
続
き
と
知
識
」

■ 

12
月
2
日

　
「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
策
の
活
用
」

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
立
案
の
ポ
イ
ン
ト
」

■ 

12
月
16
日

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
（
演
習
）」

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
（
個
別
）」

※
10
月
上
旬
に
「
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
」

の
朝
刊
折
り
込
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
生
ま
れ
。
歴
史
学
者
。
専

門
は
日
本
古
代
史
。
宮
城
県
多
賀
城

跡
調
査
研
究
所
技
師
・
研
究
員
を
経

て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
教
授・

教
授
、
山
梨
県
立
博
物
館
館
長
。

山梨県立博物館館長
平
ひらかわ

川 南
みなみ

 氏

昭
和
40
年 

山
梨
県
立
身
延
高
等
学
校
教
諭

平
成
2
年 

第
12
回
角
川
源
義
賞
受
賞

平
成
13
年 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
副
館
長

平
成
17
年 

山
梨
県
立
博
物
館
館
長

平
成
18
年 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
館
長

平
成
26
年 

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間

　
　
　
　

 
文
化
研
究
機
構
理
事



広報みのぶ　9月号　No.156 6

身延児童館（身延福祉センター内）
☎ 0556-62-3880（身延学童共通）

開館日 月～土曜日
開館時間 午前 9 時～午後 5 時

9 月の
休館日

  3 日（日）、10 日（日）、17 日（日）、
18 日（月）、23 日（土）、24 日（日）、

【臨時休館】28 日（木）午前９時～正午

多くの皆さまのご利用をお待ちしています☆

 総合文化

会館駐車場

総合文化
会館

図
書
館

身
延
児
童
館

　

駐
車
場

　駐車場

国道 52 号・身延バイパス至甲府 至静岡

旧国道 52 号

　夏の暑さが和らいできましたが、そんな時期は疲
れが出やすくなります。水分補給や睡眠をたっぷり
とり、健康に過ごせるようにしていきましょう。
　今月も児童館でいろんな体験をしてみませんか？
お待ちしています。

「救急救命講習会」

児童館
だよりようこそ、

身延児童館へ！

「壁面を飾ろう♪」

身延中学校３年生の
「赤ちゃん抱っこ体験」
のため 28 日（木）午
前９時～正午は臨時休
館になります。

臨時休館のお知らせ

お域地 こ し 力協 隊

絵：地域おこし協力隊 瀧川実葉
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池い
け
だ田

　
茂し
げ
み
つ光

p
r
o
f
ile

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
身
延
町
在
住

・
小
説
「
山
を
祭
る
人
々
」
で
平
成
25
年
度 

樋
口
一
葉
記

念 

第
22
回
や
ま
な
し
文
学
賞 

受
賞

・
小
説
「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
山
梨
日
日
新
聞
で
連
載
中

 

（
毎
週
金
曜
掲
載
）

　
前
回
（
７
月
）
の
町
立
図
書
館
読
書
会
は

井
伏
鱒
二
の
「
侘
助
」
を
読
ん
で
話
し
合
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
も
ち
ょ
っ
と
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
読
書
会
は
毎
月
一
回
で

す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
町
立
図
書
館
に
お

電
話
下
さ
い
。）

　
井
伏
鱒
二
は
身
延
町
と
最
も
関
わ
り
の
深

い
作
家
と
言
え
ま
す
。
こ
と
に
下
部
温
泉
は

彼
の
小
説
や
随
筆
に
数
多
く
作
品
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
読
書
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
侘

助
」
は
次
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
始
ま
り
ま

す
。

　
「
富
士
川
の
川
沿
い
筋
で
鰻
漁
の
名
所
と

言
わ
れ
る
部
落
（
原
文
の
ま
ま
）
が
七
つ
あ

る
。
そ
の
一
つ
に
甲
州
波
高
島
と
い
っ
て
、

正
確
に
言
え
ば
山
梨
県
西
八
代
郡
波
高
島
村

と
い
ふ
と
こ
ろ
が
あ
る
。・
・
略
・
・
」。

　
こ
の
小
説
は
二
回
に
分
け
て
別
々
の
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
一
回
目
で
は
「
波
高

島
」
と
い
う
題
名
で
書
か
れ
ま
し
た
が
、
二

回
目
は
「
侘
助
」
と
改
題
さ
れ
、
―
波
高
島

の
こ
と
―
と
副
題
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
な

ぜ
改
題
し
た
の
か
は
説
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
・
・
富
士
川
の
中
州
に
「
人
家
が
ち
ら
ほ

ら
見
え
て
ゐ
（
原
文
の
ま
ま
）
た
。
そ
の
こ

ろ
は
、
こ
の
川
の
洲
そ
の
も
の
を
波
高
島
と

い
っ
て
ゐ
た
。・
・
略
・
・
」

　
物
語
は
こ
の
中
洲
が
、
江
戸
時
代
の
悪
法

と
し
て
知
ら
れ
る
「
生
類
憐
み
の
令
」
違
反

者
、つ
ま
り
罪
人
を
閉
じ
込
め
る
「
島
流
し
」

の
場
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
う
設
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
主
人
公
の
「
侘
助
」
が
こ
こ
に

流
さ
れ
た
体
験
が
物
語
と
し
て
つ
づ
ら
れ
ま

す
。

　
一
癖
あ
る
流
人
や
島
役
人
、
女
流
人
な
ど

と
侘
助
と
の
絡
み
で
物
語
は
進
行
し
ま
す
。

「
久
奈
土
村
」
と
言
う
地
名
も
登
場
し
ま
す

が
、
こ
れ
は
久
那
土
村
（
旧
）
で
し
ょ
う
。

　
物
語
の
中
で
波
高
島
は
宝
永
四
年
の
富
士

山
噴
火
に
よ
り
「
人
家
は
川
の
洲
も
ろ
と
も

終
焉
と
し
て
消
え
た
の
で
あ
る
。」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
過
日
、
町
の
文
化
財
担
当
者
と
話
す
機
会

が
あ
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
ま
し

た
。
現
在
の
波
高
島
と
こ
の
物
語
の
「
島
流

し
の
地
」
と
し
て
の
「
波
高
島
」
に
歴
史
的

事
実
関
係
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
興
味
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
結
果
は
「
事
実
と
し
て
の
確
認
は
無
理
で

し
ょ
う
」と
言
う
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り「
流

町
内
歴
史
・
文
学
散
歩
み
ち
⑥
（
波
高
島
）

井
伏
鱒
二
と
「
侘
助
」

人
の
波
高
島
」
を
実
証
す
る
も
の
は
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
殆
ど
創
作
さ
れ

た
歴
史
的
事
実
、
平
た
く
言
え
ば
架
空
の
物

語
と
言
う
事
で
す
。

　
物
語
に
出
て
く
る
渡
船
に
つ
い
て
は
、
事

実
と
し
て
対
岸
の
下
山
と
の
人
馬
輸
送
に
使

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
地
は
駿
河
と
国
中

を
結
ぶ
富
士
川
舟
運
の
要
地
と
し
て
重
要
性

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
出
版
さ
れ
た
「
侘
助
」
の
後

書
で
井
伏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
私
の
書
き
た
い
の
は
そ
の
続
き
だ
が
、

書
き
た
く
て
も
書
け
な
い
と
こ
ろ
を
一
行
ア

キ
に
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
自
分
の
手

に
負
え
な
い
の
で
筆
を
と
め
た
。」

　

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

書
き
た
い
け
ど
書
け
な
い
。
手
に
負
え
な
い

か
ら
筆
を
と
め
た
、
と
言
う
事
は
、
自
ら
小

説
の
プ
ロ
ッ
ト
（
構
成
、
筋
立
て
）
に
失
敗

し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
題
名
を

「
波
高
島
」
か
ら
「
侘
助
」
に
変
更
し
た
の
も
、

こ
の
辺
り
に
一
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
下
部
町
誌
（
旧
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
り
ま
す
。

　
・
・
・
最
も
初
期
の
段
階
に
は
波
高
島
と

い
わ
ず
「
畑
が
島
」
と
呼
ん
だ
も
の
だ
と
い

い
、
や
が
て
「
波
高
島
」
に
転
化
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
地
名
説
が
あ
る
。・
・
・
早

川
と
の
合
流
点
の
川
下
に
あ
り
、・
・
・
急

流
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
「
波
高
島
」
地
名
が

で
た
と
す
る
説
も
あ
る
・
・
・
。

　
「
川
の
中
州
を
波
高
島
と
い
っ
た
」
と
い

う
記
述
は
甲
斐
国
志
に
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

集
落
の
成
り
立
ち
を
下
部
町
誌
で
は
、
醍
醐

山
の
峰
続
き
に
あ
る
村
上
山
頂
付
近
に
あ
っ

た
塊
村
集
落
が
、
時
代
を
経
て
下
に
移
転
し

た
も
の
と
の
推
測
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

結
局
、「
侘
助
」
の
中
で
史
実
と
し
て
考

察
で
き
る
の
は
僅
か
渡
船
場
が
あ
っ
た
と
い

う
事
だ
け
で
し
た
。

「波高島渡船場」 下部町誌より
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保 健 だ よ り

い ひいき
健き 康 ろ ば

■ 問い合わせ先
　福祉保健課 健康増進担当
　（中富すこやかセンター内）
　　☎ 0556-20-4611

　地震や津波、集中豪雨、竜巻などの自然災害は、いつどこで起こるかわかり
ません。いざというときに落ち着いて行動し、自分の身は自分で守れるよう、
防災の日を機にご自宅の備蓄を見直してみましょう。

▼水は１人９リットル準備します。
▼食料は主食（パックご飯、おかゆ、パンの缶詰等）
　主菜（レトルトカレー、魚の缶詰、ツナ缶詰等）
　副菜（野菜ジュース、乾燥野菜、カップスープ等）を揃えましょう。
▼お菓子やドライフルーツなどの甘いものを少量用意しておくと、心をほっと

させる癒し効果が期待できます。

まずは、３日分の食料と水の備蓄を…

家族に合わせた備蓄を考えましょう !!

●災害時には母乳が出なくなることもあるため、
粉ミルクを用意しておきましょう。（調乳用の
水は軟水にしましょう）

●食物アレルギーの乳幼児がいる場合は、アレル
ギー用食品（半調理品・
調味料・菓子類など）を
普段から余分に買ってお
くようにしましょう。

乳児がいる家庭の場合
●噛むことが難しい方がいる場合は軟らかくて食

べやすい備蓄品を用意しましょう。
●慢性疾患を持っている場合は自分に合う非常食

を用意しておきましょう。
※普段お薬を飲んでいる

方は常備薬・お薬手帳な
ども忘れずに準備してお
きましょう !!

パッククッキング
災害時でも日常でも！簡単調理法 「パッククッキング」とは…

　食材と調味料をポリ袋に入れ、電気ポットや鍋の
お湯で真空調理する料理方法です。

①

④③

②

高齢者・持病がある方の場合

「食事」備えましょう！災害時の
９月１日は「防災の日」

材料を用意する ポリ袋に材料と調
味料を詰める

沸騰したお湯に入
れて煮る

20 分煮て完成

• カセットコンロ　• ボンベ
• 鍋　　　　　　　• 水
• ポリ袋（高密度ポリエチレン）
• 材料（材料の例：焼き鳥缶、サバ缶、
　 人参、ジャガイモなど）

必要なもの

パッククッキングのメリット
• 災害時でも家にある材料、道具で調理ができる。
• 食材のもつ本来の旨味を活かし、栄養素を逃さない。
• 複数同時に調理でき、必要な量が作れる。
• 袋ごと食べる人に渡せるので、配膳の手間がない。
 など

調理方法
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9 月９日は「救急の日」
　
峡
南
消
防
本
部
管
内
の
平
成
28
年
度
中
の
救

急
出
場
件
数
は
２
，
４
４
２
件
に
上
っ
て
お
り
、

２
，
３
０
２
人
を
病
院
へ
搬
送
し
ま
し
た
。
昨

年
度
重
点
的
に
実
施
し
た
救
急
車
の
適
正
利
用

の
啓
発
活
動
も
あ
り
、
過
去
最
多
で
あ
っ
た
平

成
27
年
か
ら
は
件
数
81
件
、
人
数
１
３
５
人
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
こ
こ

ま
で
過
去
最
多
で
あ
っ
た
平
成
27
年
に
迫
る

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
29
年
8
月
現
在
）

　
ま
た
、
平
成
28
年
中
は
一
日
あ
た
り
6
・
69

件
の
救
急
出
場
が
あ
り
ま
し
た
。
一
見
少
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
峡
南
消
防
本
部
管
内
は

面
積
が
広
く
元
々
救
急
出
動
か
ら
帰
署
ま
で
の

時
間
が
他
の
消
防
本
部
に
比
べ
時
間
を
要
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
管
内
医
療
機
関
の
状
況
か

ら
管
外
搬
送
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

一
件
あ
た
り
の
救
急
出
動
時
間
が
長
く
な
り
救

急
車
が
消
防
署
を
留
守
に
す
る
状
況
が
頻
繁
に

起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

～ 

峡
南
消
防
本
部
中
部
消
防
署
か
ら
の
お
願
い 

～

この日を含む 1 週間を救急医療週間として、広く地域住民に救
急業務及び救急医療に対する理解と認識を深めてもらう日です。

　
峡
南
消
防
本
部
で
は
、
救
急
出
動
要
請
を
受

け
る
と
管
内
の
二
つ
の
消
防
署
、
一
つ
の
分
署
、

三
つ
の
分
駐
所
に
配
置
し
て
い
る
救
急
隊
の
う

ち
、
要
請
先
を
管
轄
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
署

か
ら
出
場
し
ま
す
。
し
か
し
、
出
場
要
請
が
重

な
っ
た
場
合
に
は
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
駆
け
付
け

る
こ
と
と
な
り
、
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
時
間

を
要
し
、
本
当
に
緊
急
性
の
あ
る
傷
病
者
へ
の

対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
救
え
る
命
が
救
え
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
は

自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
救
急
車
以
外
の
交
通

機
関
な
ど
を
利
用
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
傷
病
者
の
様
子
や
事
故
状
況
を
み
て
緊
急
を

要
す
る
場
合
に
は
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
の
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
限
り
あ
る
救
急
車
や
救
急
医
療
を
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
総
務
省
消
防
庁
よ
り
「
救
急
車
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

及
び
「
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
Q
助
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
救
急
車
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

　
•
重
大
な
病
気
や
け
が
の
症
状
（
大
人
・
こ
ど
も
）

　
※
緊
急
度
が
高
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
す
ぐ
に
救
急
車
を

　
　
呼
ん
で
ほ
し
い
症
状

　
•
救
急
車
を
呼
ぶ
時
の
注
意
点

　
•
救
急
車
が
来
る
ま
で
に
用
意
し
て
お
く
と
便
利
な
も
の

　
•
救
急
車
が
来
た
と
き
に
伝
え
る
こ
と

 

な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
。

②
「
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ 

Q
助
」

　
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
該
当

す
る
症
状
を
画
面
上
で
選
択
し
て
い
く

と
緊
急
度
に
応
じ
た
必
要
な
対
応
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
医
療
機
関
検

索
を
（
厚
労
省
の
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
）

や
受
診
手
段
の
検
索
を
行
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
通
信
料
は
ご
利
用
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

③
峡
南
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
も
救
急
時
の
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
単
な
る
酒
酔

い
や
切
り
傷
、
捻
挫
程

度
の
け
が
等
緊
急
性
が

な
い
の
に
救
急
車
を
要

請
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
お
り
、
救
急
搬
送

し
た
傷
病
者
の
う
ち
入

院
の
必
要
が
な
い
軽
症

者
の
割
合
が
36
％
に
も

上
り
ま
す
。

尊い命を救うため
救急車の適正利用をお願いします。

36％

47％

15.1％

1.9％

軽症

中傷等

重症

死亡

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
峡
南
消
防
本
部 

警
防
課 

ま
た
は 

通
信
指
令
課

　
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
９
１
９

　

http://w
w

w
.kyonan.jp/70shobo/

総
務
省
消
防
庁

「
Q
助
」
案
内
サ
イ
ト

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/
filedList9_6/kyukyu_app.html

QR コード
で

アクセス
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身延町地域包括支援センター便り

ささえあい
みんながつながり元気で暮らせるために 挿絵：笠井 映文 氏（西嶋）

■ 問い合わせ先
　福祉保健課 在宅支援担当
　（中富すこやかセンター内）
　☎ 0556-20-4611

【西嶋（西町）】
　「ジャガイモの収穫が自力で出来た」「体の動きが
スムーズになった」「転ばなくなった」「週１回の集
いが楽しみである」等の感想が寄せられました。今
年はタオル体操を６種目加え、更なるバージョン
アップを遂げることができました。『人とつながる、
タオルとつながる』をモットーに励んでいます。

【横光区】
　「健康は毎日の積み重ねが大事」「日常の中で効
果は実感できないが、他の人と筋トレをすると、
自分の方が軽々できていて驚いている」「腕は筋力
が付いたが、足にも付くように頑張りたい」「百歳
になった自分がこの体操をしている姿を想像して
いる」など、続けることの大切さを実感しています。

介護予防「いきいき百歳体操」グループ紹介

　健康管理で注意している点は、第１に「毎日、朝、昼、晩に体温と血圧を測定し、
体調を崩したときは早めに医療機関を受診する」。第２に「趣味は持つだけでは
なく、その中身のレベルの向上にこだわること」。私は菜園を趣味にしていますが、
テキストを購入したり、園芸番組を見たりして収穫物の味を良くすることにこだ
わっています。第３に「出来る限り人に頼らず、自分のことは自分でする」。物
は考えようで「自分のことは自分でする」ということが、自分の健康管理メニュー
と考えれば、それほどつらいものではありません。
　高齢者の男の一人暮らしで最も大変なのが食事です。食事の配達サービスがあ
ることは知っていますが、高齢者の場合、品数の多い食事は不要です。１日１回、
１品のおかず配達サービスを安価で行っていただけないかと常々感じています。
　最後に、今後の生活の希望は、居心地が良く、安らぎの得られる環境で生活す
ることです。幸いにも、私の子どもたちは、交代で私の生活を支えてくれていま
す。介護保険のヘルパーさんたちも優しく私の生活を支えてくれます。西嶋には
価値観を共有する昔からの仲間がいます。デイサービスにも楽しく語り合える仲
間がいます。私は、今後も父から受け継いだ西嶋の地で自分らしい暮らしを続け
ていきたいと考えています。

洗濯物を干す生造さん

デイサービスでの生造さん

　平成 29 年 2 月 11 日、中富総合会館で「生き生きと暮らすために自分の老後を考え
る」体験発表と講演会が開催され、西嶋で一人暮らしをしている望月生造さん（93 歳）
が体験発表をされましたので、その一部をご紹介します。

自分らしく輝いているお年寄り紹介（その１）
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年
金 

だ
よ
り

開催日 時　間 場　所 内　容

9 月 27 日（水） 午前 9 時 30 分～午後 4 時
南部町役場南部分庁舎

総合会館２階 第３研修室
（南部町内船 4473-1）

年金事務所職員による
年金全般に関する相談会

9月の年金相談会

国
保 
だ
よ
り

町
民
課 

保
険
年
金
担
当

 

☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
４

問

「
障
害
年
金
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

町
民
課 

保
険
年
金
担
当

 

☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
４

問

医
療
費
（
入
院
時
）
の
一
部
負
担
金
の

�

減
免
や
猶
予
に
つ
い
て

　
国
保
に
加
入
す
る
世
帯
が
、
次
の
理
由
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
、
入
院
時

の
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
一
部
負
担
金
を

減
免
又
は
徴
収
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
減
免
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

 

（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯
）

•

入
院
療
養
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
被
保

険
者
が
い
る
場
合

•

資
産
等
の
活
用
を
図
っ
て
も
な
お
、
一

部
負
担
金
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合

•

被
保
険
者
の
預
貯
金
総
額
が
、
基
準
生

活
費
（
生
活
保
護
基
準
）
の
３
か
月

分
以
下
の
場
合

◆
減
免
・
猶
予
の
基
準

•

免　
除
…
実
収
入
月
額
が
生
活
基
準

費
以
下
で
あ
る
場
合

•

減　
額
…
実
収
入
月
額
が
生
活
基
準

費
の
１
２
０
％
以
下
で
あ
る
場
合

•

徴
収
猶
予
…
実
収
入
月
額
が
生
活
基

準
費
の
１
３
０
％
以
下
で
あ
る
場
合

※
実
収
入
月
額
と
は
、
生
活
保
護
法
の
規
定

に
よ
る
保
護
の
要
否
判
定
に
用
い
ら
れ

る
収
入
認
定
額

※
生
活
基
準
費
と
は
、
生
活
保
護
法
に
よ
る

保
護
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た
保
護
の

要
否
判
定
に
用
い
ら
れ
る
最
低
生
活
費

■ 

請
求
窓
口
・
受
給
で
き
る
年
金
の
種
類

•
国
民
年
金
の
方 

↓
「
障
害
基
礎
年
金
」（
役
場
）

•
厚
生
年
金
の
方 

↓
「
障
害
厚
生
年
金
」（
竜
王
年
金
事
務
所
）

•
共
済
制
度
加
入
の
厚
生
年
金
の
方

 

↓
「
障
害
厚
生
年
金
」（
共
済
組
合
）

　
障
害
年
金
は
「
不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
時
に
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
年
金
」
で
す
。
次
の
三
つ

の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

★
請
求
要
件
を
満
た
す
た
め
に
は
、
未
加
入
期
間
を
作
ら
ず
、

未
納
の
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
年
金
相
談
会
で
も
障
害
年
金
等
の
相
談
が
で
き
ま
す
。
相
談

の
際
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類
（
年
金
手
帳
や
年

金
機
構
か
ら
の
通
知
）
や
、
障
害
の
状
態
に
関
す
る
資
料
（
障

害
手
帳
や
療
育
手
帳
）
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
病
院
受
診
を
し
た
（
初
診
日
）
に
ど
の
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
た
か
に
よ
っ
て
、
受
給
で
き
る
障
害
年
金
や
手

続
き
窓
口
も
異
な
り
ま
す
。

■ 

受
給
要
件

① 

初
診
日
に
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

 

（
※
原
則
20
歳
以
上
65
歳
未
満
）

② 

一
定
の
障
害
状
態
に
あ
る
こ
と

③ 

保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

※
申
請
・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
民
課

保
険
年
金
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
減
免
・
猶
予
の
期
間

　

申
請
の
あ
っ
た
月
か
ら
起
算
し
て
、

減
免
は
３
か
月
以
内
、
徴
収
猶
予
は
６

か
月
以
内
と
な
り
ま
す
。

※
20
歳
未
満
で
も
先
天
性
の
障
害
や
20
歳
前
に
障
害
を
発
症
し

た
場
合
で
も
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
減
免
等
の
対
象
に
な
る
理
由

•

震
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
り
死
亡

し
、
心
身
に
著
し
い
障
害
を
受
け
、
ま
た

は
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き

•

自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
、
不

漁
な
ど
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少

し
た
と
き

•

事
業
も
し
く
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業
等

に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
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■ 問い合わせ先
　中富浄化センター内
　環境下水道課
　☎ 0556-42-4814

　
「
鑑
札
」
は
、
住
ん
で
い
る
自
治
体
に
犬
の
登
録
を
す
る

と
交
付
さ
れ
、「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」
は
、
毎
年
１

回
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
た
と
き
に
交
付
さ
れ
ま

す
。ど
ち
ら
も
犬
に
付
け
る
こ
と
が
法
律（
狂
犬
病
予
防
法
）

で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
は
20
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
年
に
１
度
、
巡
回
に
よ
る
狂
犬
病
予
防
注
射

を
行
っ
て
お
り
、「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
動
物
病
院
等
で
行
わ
れ
た
方
は
、
各
支
所
、

各
出
張
所
及
び
環
境
下
水
道
課
（
中
富
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

へ
届
出
す
る
こ
と
で
交
付
で
き
ま
す
。

　
鑑
札
や
注
射
済
票
を
付
け
て
い
れ
ば
、
行
政
で
捕
獲
さ

れ
た
際
に
、
登
録
番
号
で
照
会
す
る
こ
と
で
飼
い
主
が
判

明
し
、
す
ぐ
家
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

わんちゃんの飼い主さんにお願い
■
「
鑑
札
」
と
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」
は

 

必
ず
付
け
て
く
だ
さ
い
。

→ 

役
場
に
届
け
出
れ
ば
再
登
録
さ
れ
、新
し
い
鑑
札・

注
射
済
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　 

※
再
交
付
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

鑑
札
・
注
射
済
票
を
無
く
し
た
ら
？

犬
が
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！

•
い
な
く
な
っ
た
場
所
の
近
く
、
人
の
出

入
り
の
多
い
所
に
貼
る
。
貼
る
時
は
所
有

者
に
許
可
を
得
ま
し
ょ
う
。

•
自
分
が
探
し
て
い
る
犬
を
「
保
護
し
て

い
ま
す
」
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て

い
な
い
か
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

•
家
か
ら
い
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
散
歩

コ
ー
ス
や
お
気
に
入
り
の
場
所
を
入
念
に

捜
し
て
く
だ
さ
い
。

•
周
囲
の
家
や
店
、
犬
の
散
歩
を
さ
せ
て

い
る
人
な
ど
か
ら
目
撃
情
報
を
集
め
て
く

だ
さ
い
。

•
好
き
な
エ
サ
を
持
っ
て
行
き
、
声
を
か

け
な
が
ら
捜
し
て
く
だ
さ
い
。
見
つ
か
っ

た
と
き
の
た
め
に
、
リ
ー
ド
（
綱
）
も
用

意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■ 

飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、

 

す
ぐ
に
捜
し
て
く
だ
さ
い
。

②
い
な
く
な
っ
た
場
所
の
周
り
を
捜
そ
う
！

③
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
貼
る
！

①まずは役場に連絡をしてください！

•
山
梨
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
県
内
の
保

護
・
迷
子
情
報
を
公
開
し
て
い
る
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
！

● 身延町役場 環境下水道課　   ：0556-42-4814
● 峡南保健所　　　　　　　　：0556-22-8151
● 南部警察署　　　　　　　　：0556-64-0110
● 山梨県動物愛護指導センター：055-273-5034

　役場や保健所、動物愛護指導センター、
南部警察署へすぐに問い合わせましょう。

★問い合わせ時のポイント★
　登録番号・種類・毛色・性
別・大きさ・年齢・身に付け
ているもの・特徴を伝える。
　写真があれば一緒に渡しま
しょう。

捜
す
と
き
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

環 境 通 信

放し飼いは
　　やめましょう！
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●職種別職員数� （単位：人）
職　種　名 人　数

一般行政職 172
看護・保健職 10
福祉職（保育士） 14
栄養士職 1
単純労務職 8

合　計 205

●部門別職員数の状況 （単位：人）
部　門 H28 H29 増減

普
通
会
計

一般
行政

議 会 2 2 0
総 務 51 52 1
税 務 10 10 0
農林水産 16 17 1
商 工 5 7 2
土 木 12 13 1
民 生 27 26 △ 1
衛 生 12 13 1
小 計 ① 135 140 5

特別
行政

教 育 38 38 0
小 計 ② 38 38 0

小計③（①＋②） 173 178 5

公営
企業等
会計

水 道 9 8 △ 1
下 水 道 6 6 0
そ の 他 13 13 0
小 計 ④ 28 27 △ 1

合　計（③＋④）
【条例の定数】

201
【278】

205
【278】 4

町職員の定員及び給与等の状況をお知らせします。

●平均給料月額・給与月額及び平均年齢の状況

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 41.9 歳 305,567 円 341,831 円

看護・保健職 45.6 歳 328,770 円 353,960 円
福祉職 51.6 歳 343,050 円 359,371 円

栄養士職 33.5 歳 214,400 円 229,224 円
単純労務職 55.4 歳 267,063 円 278,450 円

●初任給の状況

区　分 身延町 山梨県 国

一般行政職 高校卒 146,100 円 150,500 円 146,100 円
大学卒 178,200 円 184,800 円 178,200 円

看護・保健職 大学卒 205,200 円 213,800 円 208,000 円
福祉職 短大卒 165,200 円 174,000 円 168,000 円

栄養士職 大学卒 190,700 円 190,700 円 184,400 円
単純労務職 高校卒 143,500 円 153,000 円 143,500 円

●特別職の報酬等の状況

区　分 給料月額
報酬等 期　末　手　当

町 長 691,000 円 平成 29 年度支給割合　4.3 月分
期別支給割合  6 月期 2.075 月分
　　　　　　12 月期 2.225 月分

副 町 長 564,000 円
教 育 長 517,000 円
議 長 218,000 円 平成 29 年度支給割合    3.35 月分

期別支給割合  6 月期　　1.6 月分
　　　　　　12 月期　  1.75 月分

副 議 長 174,000 円
委 員 長 160,000 円
議 員 156,000 円

　身延町職員の定数及び給料等は地方公務員法に基づき、町議会の議決を経て、条例で定め
られています。平成 29 年４月１日現在の町職員の給与及び定員等についてお知らせします。

（平成 29 年定員管理調査・給与実態調査より引用）

※平均給与月額とは、平均給料月額に諸手当が含まれている額です。

●期末手当・勤勉手当の状況

支給月 身延町 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225 月分 0.85 月分 1.225 月分 0.85 月分
12 月期 1.375 月分 0.85 月分 1.375 月分 0.85 月分
小　計 2.6 月分 1.7 月分 2.6 月分 1.7 月分
年合計 4.30 月分 4.30 月分

●ラスパイレス指数の状況

区　分 平成 28 年度 平成 29 年度

身延町 93 94.2
山梨県 100.6 100.7

山梨県内
町村平均 95.0 94.8

全国
町村平均 95.8 96.3

※ラスパイレス指数とは国家公務員行（一）の
俸給月額を 100 とした場合の地方公共団体の
一般行政職の給与水準の指数 ■ 問い合わせ先

　総務課 庶務担当　☎0556-42-4800
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【身延図書館】
　4・11・25 日（月）
　17 日（日・臨時休館）
　19 日（火・祝日の振替）
　29 日（金・月末整理日）

【中富図書室】
　6・13・20・27 日（水）
　17 日（日・臨時休館）
　18 日（月・祝日休館）
　23 日（土・祝日休館）

【下部図書室】
　2・9・16・30 日（土）
　3・10・17・24 日（日）
　18 日（月・祝日休館）
　23 日（土・祝日休館）

身延町波木井407番地 ☎ 0556-62-2141  HPアドレス  http://www3.town.minobu.lg.jp/lib/
NO.156

9 月の休館日

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り

中
富
図
書
室
へ
よ
う
こ
そ
！
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中富図書室の開館時間
【月・火・木・金】
　午前９時 30 分～午後５時

【土・日】午後 1 時～ 5 時

「
読
み
や
す
い
！
」
と
好
評
で
す

大
き
な 

活
字
の
本

生
活
に
役
立
つ
・
知
識
欲
を
高
め
る
本

　
『
シ
ニ
ア
の
た
め
の
記
憶
力
遊
び
＆
と
ん
ち
・

　

 

言
葉
ク
イ
ズ
』 
黎
明
書
房
／
発
行

　
『
文
字
と
楽
譜
が
大
き
い
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

　

 

ギ
タ
ー
入
門
』 

須
田
直
治
／
発
行

　
『
俳
句
へ
の
旅
』
上
下
巻 
森
澄
雄
／
著

　
『
殿
様
の
通
信
簿
』
上
下
巻 

磯
田
道
史
／
著

　
『
超
訳
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
』 

白
取
晴
彦
／
編
訳

随
筆

　
『
さ
す
ら
い
の
仏
教
語
』 

玄
侑
宗
久
／
著

　
『
わ
た
し
が
人
生
の
旅
で
学
ん
だ
こ
と
』

 

日
野
原
重
明
／
著

小
説

　
『
陰
翳
礼
賛
・
吉
野
葛
』 

谷
崎
潤
一
郎
／
著

　
『
月
下
の
恋
人
』
上
下
巻 

浅
田
次
郎
／
著

　
『
旗
本
退
屈
男
・
身
延
』 

佐
々
木
味
津
三
／
著

　
『
蛍
草
』
上
下
巻 

葉
室
麟
／
著

　
『
和
菓
子
の
ア
ン
』
上
下
巻 

坂
木
司
／
著

点
字
付
・
さ
わ
る
絵
本

　
★
視
覚
に
障
害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

　
み
ん
な
が
楽
し
め
る
絵
本
で
す
。

　
『
さ
わ
っ
て
た
の
し
む
ど
う
ぶ
つ
ず
か
ん
』

 

Ｂ
Ｌ
出
版
／
発
行

　
『
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
び
り
び
り
』 

偕
成
社
／
発
行

図
書
館
に
は
、
視
力
の
弱
い
方
や
お
年
寄

り
の
方
も
読
み
や
す
い
「
大
活
字
本
」
が

あ
り
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
横
に
専
用
書
架

が
あ
り
ま
す
。
文
字
が
驚
く
ほ
ど
大
き
く

行
間
も
広
い
の
で
読
み
や
す
い
、
と
好
評

で
す
。
９
月
は
大
活
字
本
も
含
め
た
シ
ニ

ア
向
け
の
本
の
特
集
展
示
も
行
い
ま
す
。

↓
新
刊
の
紹
介
で
す
。

『深ぼり京都さんぽ』グレゴリ青山
『弘兼流 60 歳からの楽々男メシ』弘兼憲史
『七月に流れる花』恩田陸
『福袋』朝井まかて　『標的』真山仁

◇ 立
りっしゅん

春　2 月　4 日
◇ 雨

う す い

水　2 月 19 日
◇ 啓

け い ち つ

蟄　3 月　6 日
◇ 春

しゅんぶん

分　3 月 21 日
◇ 清

せ い め い

明　4 月　5 日
◇ 穀

こ く う

雨　4 月 30 日
◇ 立

り っ か

夏　5 月　6 日
◇ 小

しょうまん

満　5 月 21 日

◆ 芒
ぼうしゅ

種　６月　６日
◆ 夏

げ し
至　6 月 21 日

◆ 小
しょうしょ

暑　7 月　7 日
◆ 大

たいしょ
暑　7 月 23 日

◆ 立
りっしゅう

秋　8 月　8 日
◆ 処

しょしょ
暑　8 月 23 日

◆ 白
は く ろ

露　9 月　8 日
◆ 秋

しゅうぶん
分　9 月 23 日

◇ 寒
か ん ろ

露　10 月　8 日
◇ 霜

そうこう
降　10 月 23 日

◇ 立
りっとう

冬　11 月　7 日
◇ 小

しょうせつ
雪　11 月 22 日

◇ 大
たいせつ

雪　12 月　7 日
◇ 冬

と う じ
至　12 月 22 日

◇ 小
しょうかん

寒　　1 月　5 日
◇ 大

たいかん
寒　　1 月 20 日

日本の季節　ゆかしい名前　本で知る季節を彩ることばの豊かさ
『二十四節気』（暦の上での四季や歳時記の季語のもとになるもの）

『忘れないで季節のしきたり日本の心』（鮫島純子／著　偕成社）

新
刊
入
荷

～ 本の点検結果について ～
　身延町立図書館、中富・下部図書室で６月 14
日 ( 水 ) ～ 23 日 ( 金 ) の期間に行った本の点検作
業の結果、主な資料の点数は以下のとおりでした。

一般書 児童書 絵　本 郷土資料
身延図書館 65,436 15,472 9,700 4,369
中富図書室 11,372  3,548 2,639    780
下部図書室  3,796    585    756   328
合計冊数 80,604 19,605 13,095 5,477

（単位：冊）

　休館中は、ご理解ご協力いただきありがとうござ
いました。
　本の点検は年に一度の大規模な所蔵・
館内整理の機会です。利用される方が見
やすく探しやすいよう整えた状態の図書
館にぜひお出かけください。

す
べ
て

 

無
料
だ
よ

９月の
わくわく
図書館

イベント

★
０
～
２
歳
児
ま
で

あ
つ
ま
れ
、
０
･
１
･
２
！

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

５
・
12
・
19
日
（
火
）
午
前
11
時
～

２
階
和
室　
申
込
不
要

★
３
歳
く
ら
い
の
お
子
さ
ん
か
ら

身
近
な
自
然
と
遊
ぶ
♪
わ
く
わ
く
お
は
な
し
会

　
24
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～

　
１
階
ホ
ワ
イ
エ　
申
込
不
要

★
一
般
の
方
向
け

古
文
書
解
読
講
座
そ
の
③

　
２
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　
１
階
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム　
要
申
込

み
ん
な
の
読
書
会
そ
の
⑤

　
21
日
（
木
）
午
後
２
時
～

　
１
階
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム　
要
申
込

★
ど
な
た
で
も　
押
し
絵
倶
楽
部
『
パ
ン
ダ
さ
ん
』

　
10
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

　
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー　
定
員
15
人
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9 月の休館日（毎週水曜日）

参加者は過去最高の 202 人！女子高生が２連覇 !! 砂金採り大会結果発表
　金山博物館の一大イベント「砂金掘り大会」が 7 月 29 日（土）
に開催され、予想を超える過去最高 202 人の参加者が砂金掘
りの頂点を目指しました。この大会は、砂の中に混入された
決められた数の砂金を「いかに早く正確に採るか」を競うス
ポーツ砂金採りです。小中学生のジュニア部門、高校生以上
の男女一般部門に分かれ、各部門１位同士で頂上決戦を行い
ました。その結果見事、東京都の大

だいどう
道さんが連覇を遂げまし

た！また、大会当日の朝には、NHK 全国放送「おはよう日本」
で博物館から生中継されたこともあって、「『おはよう日本』
見たよー」という参加者や来館者も大勢いらっしゃいました。
　翌 30 日（日）の、砂金掘り甲子園では、東京から開成・桐朋・
大妻・麻布、灘（兵庫）、県内から駿台甲府・山梨学院・峡南
高校の 8 校に加えて、オープンチームとして特別参加した東
大チーム（灘 OB）の全 9 チームで、学生たちがパンニング
の腕をふるいました。両大会の結果は次のとおりです。

◇第 17 回砂金掘り大会

優 勝 灘中学高等学校（兵庫）
準優勝 大妻中学高等学校（東京）
第３位 山梨学院中学高等学校（山梨）
新人賞 丸山芽生（駿台甲府中）
ＭＶＰ 瓜生遥希（麻布中高）

◇ 第 14 回砂金掘り甲子園

総 合 優 勝 大道朱莉（男女一般優勝）
総合第２位 戸田朱菜（ジュニア優勝）

【日時】９月 10 日（日）午後１時 30 分～
【会場】金山博物館　映像シアター
【講師】笹本正治氏（長野県立歴史館館長）
　博物館運営委員でもあり、長野県立歴史館館長の
笹本先生による講演会を開催します。講聴希望の方
はぜひお誘いあわせのうえ、金山博物館までお申し
込みください。※聴講無料

開館 20 周年記念講演会
 第３弾のお知らせ

　金山博物館開館 20 周年記念の感謝の気持ちを込
めて、期間中、町内在住の方１人１回、展示観覧・
砂金採り体験が無料になります。
　この機会に博物館へお越しください。

【開催期間】９月 10 日（日）～ 16 日（土）
※ご来館の際は、免許証・保険証など、身延町民と
分かるものをご持参ください。

9 月 10 日～ 16 日は町民感謝ウィーク！

　砂金掘り大会参加者で混雑した７月 29 日の朝、
当館は有料入館者数 37 万人を達成することができ
ました。この幸運に恵まれたのは、大会出場者でも
あった愛知県の中村軒一さん。中村さんが大会に備
えて事前練習をしようとチケットを購入したところ

「370000」の数字がチケットに
並びました。
　砂金掘り大会の表彰式と合わせ
てのセレモニーは前例になく、多
くの大会参加者から祝福を受けな
がらの記念撮影となりました。

有料入館者 37 万人を突破！
　７月 16 日、家庭にある身
近なものを使って化学の世界
を体験する化学実験教室を開
催しました。
　紫キャベツの色素を使った
実験では、ドライアイスとキンカンの液を交互に入
れるたびに煙を出しながら変わる色に子どもたちも
驚いていました。夏休みの自由研究にも使え、普段
見ることのできない化学の実験を親子で楽しめるこ
ともあって、３つの実験の参加者数は、保護者も含
めると延べ 100 人を超える大盛況となりました。

「化学実験教室」を開催しました

展示観覧・砂金採り体験１人１回無料です！

２
連
覇
を
果
た
し
た

大
道
さ
ん

6 日、20 日、27 日 ※13日は臨時開館します。
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おしらせ

おしらせ
INFORMATION

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
、
川
柳
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ 「
伝
え
る
」

■
応
募
資
格

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者

■
応
募
期
間 

　
９
月
１
日
㈮
～
10
月
31
日
㈫
必
着

■
応
募
方
法 

作
品
と
ペ
ン
ネ
ー

ム
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
職
業
を
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
※
一
人
二
点
ま
で

①
郵
送
先

　
〒
４
０
９
‐
８
５
８
７

　
甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
番
35
号 

　
山
梨
県
自
治
会
館
２
階

②
電
子
メ
ー
ル

　

ko
u

h
o

@
yam

an
ash

i-
iryoukouiki.jp

■
表
彰
内
容 

　
広
域
連
合
長
賞
（
賞
品
：
山
梨

県
特
産
品
５
０
０
０
円
相
当
）
等

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合 

総
務
課

　
☎
０
５
５
（
２
３
６
）
５
６
７
１

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施

工
す
る
指
定
工
事
店
に
は
、「
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
」
の
資
格
を
有
す
る
者
の
専
属

が
必
要
で
す
。
こ
の
試
験
は
、
責

任
技
術
者
と
し
て
の
技
能
を
認
定

す
る
も
の
で
す
。

※
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
試
験
問

題
が
（
公
社
）
日
本
下
水
道
協
会
作

成
の
共
通
試
験
問
題
に
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
10
月
2
日
㈪
～
23
日
㈪

■
講
習
会 

11
月
14
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

■
試
験
日 

11
月
26
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
0
時
15
分

■
講
習
会
・
試
験
会
場

　
山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
【
ぴ
ゅ
あ
総
合
】（
甲

府
市
朝
気
1
丁
目
2
番
2
号
）

■
申
込
用
紙
設
置
場
所

　
町
環
境
下
水
道
課
（
中
富
浄
化

セ
ン
タ
ー
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　（
公
社
）
山
梨
県
下
水
道
公
社

（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７
）

　
☎
０
５
５
（
２
６
３
）
２
７
３
８

　
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
暴

行
・
虐
待
な
ど
の
事
案
は
、
依
然

と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
高
齢
者
や
障

害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す

る
た
め
、
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
機
関

　
甲
府
地
方
法
務
局
及
び
山
梨
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
期
間 
９
月
４
日
㈪
～
10
日
㈰

■
相
談
受
付
時
間 

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま

で
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

（
通
常
は
、
平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

■
相
談
担
当
者 

•
甲
府
地
方
法
務
局
職
員

•
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

人
権
擁
護
委
員

■
相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

（
全
国
共
通
）

■
そ
の
他 

相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時
・
講
座
内
容

10
月
１
日
㈰

　
「
相
続
に
つ
い
て
」

 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
「
遺
言
に
つ
い
て
」

 

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

■
場
所 

甲
府
合
同
庁
舎
（
甲
府

市
丸
の
内
1
丁
目
1
番
18
号
）

■
講
師 

司
法
書
士
及
び
公
証
人

■
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
が
、

予
約
が
必
要
で
す
。
定
員
は
各
講

座
30
人
で
、
定
員
に
達
し
次
第
予

約
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
５
１

■
日
時 

10
月
１
日
㈰ 

午
前
10
時

～
午
後
3
時
（
受
付
は
午
後
２
時

ま
で
）

■
場
所 

甲
府
合
同
庁
舎
（
甲
府

市
丸
の
内
1
丁
目
1
番
18
号
）

■
相
談
員 
法
務
局
職
員
、
公
証

人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
人
権
擁
護
委
員

■
相
談
内
容 

•
土
地
・
建
物
の
相
続
登
記
や
抵

当
権
の
抹
消
登
記
に
関
す
る
こ
と

•
会
社
・
法
人
の
設
立
の
登
記
や
役

員
の
変
更
の
登
記
に
関
す
る
こ
と

•
隣
地
と
の
筆
界
に
関
す
る
こ
と

•
い
じ
め
な
ど
の
人
権
問
題
に
関

す
る
こ
と

•
遺
言
の
形
式
、
書
き
方
、
公
正

証
書
に
関
す
る
こ
と

•
そ
の
他
法
務
局
の
所
掌
事
務
に

関
す
る
こ
と

■
そ
の
他 

相
談
は
無
料
で
す
が
、

予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
の
予
約

は
法
務
局
の
総
務
課
で
受
け
付

け
ま
す
。
相
談
内
容
は
秘
密
に
し
、

堅
く
守
り
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
５
１

■
受
講
要
件

　
就
業
を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

■
資
格

　
整
理
収
納
・
待
遇
・
清
掃
講
習

会
（
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
）

■
日
時 

３
日
間

　
10
月
25
日
㈬ 

午
前
10
時
～
正
午

広報みのぶ　9月号　No.156 16

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験

シ
ル
バ
ー
就
業
を

�

支
援
し
ま
す
。

県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合�

川
柳
募
集

高
齢
者
・
障
害
者
の

�

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

「
全
国
一
斉
！
法
務
局

�

休
日
相
談
所
」
開
設

「
法
務
局
講
座
」
開
設
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広報みのぶ　9月号　No.15621 広報みのぶ　9月号　No.15617

新
し
い
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
任
期
満
了
及
び
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
伴
い
、
町
長
か
ら
農
業
委
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
期
か
ら
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ
れ
、
農
業

委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
で
す
。

【
会
長
】

　
松
田　
正
材　
（
小
田
船
原
）

【
職
務
代
理
】

　
今
福　
歳
男　
（
八　
坂
）

　
笠
井　
雄
一　
（
西　
嶋
）

○
中
富
地
区

　
深
沢
柳
太
郎　
（
手
打
沢
）

　
佐
野　
文
秀　
（
飯　
富
）

　
深
沢　
勝
一　
（
切　
石
）

○
下
部
地
区

　
上
田　
博　
　
（
三　
沢
）

　
二
宮　
喜
昭　
（
車　
田
）

　
磯
野　
祥
子　
（
岩　
欠
）

　
髙
野　
敏
彦　
（
波
高
島
）

○
身
延
地
区

　
山
下　
貴　
　
（
下　
山
）

　
若
林　
庄
明　
（
大　
島
）

　
片
田　
文
德　
（
大　
野
）

　
望
月　
洋　
　
（
下　
山
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課
（
農
業
委
員
会
）

　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
５

第
１
区 

西　
嶋　
望
月　
出

第
２
区 

大
須
成　
佐
野　
富
雄

第
３
区 

静　
川　
熊
谷　
眞
二

第
４
区 　
曙　
　
河
西
美
惠
子

第
５
区 　
原　
　
青
林　
久

第
６
区 

下　
山　
山
内　
正
己

第
７
区 

身　
延　
藤
田　
幸
二

第
８
区 

豊　
岡　
久
保
田
茂
和

第
９
区 

大
河
内　
穴
山　
清

第
10
区 

下　
部　
山
中　
重
昭

第
11
区 

古　
関　
小
林　
正
仁

第
12
区 

久
那
土　
保
坂　
邦
美

農
業
委
員
会

農
地
利
用

 

最
適
化
推
進
委
員

行
政
改
革
推
進
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

　

身
延
町
行
政
改
革
推
進
委

員
が
新
た
に
選
任
さ
れ
、
町

長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
29
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課 

行
政
改
革
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
０

【
会
長
】

　
渡
邊　
一
郎
（
古　
関
）

【
会
長
職
務
代
理
】

　
遠
藤　
和
美
（
中　
山
）

【
委
員
】

　
石
部　
典
子
（
下　
部
）

　
佐
野　
貴
宣
（
大　
島
）

　
遠
藤　
一
夫
（
上
之
平
）

　
土
橋　
一
彦
（
飯　
富
）

　
望
月　
武　

  （
相　
又
）

　
瀧
川　
実
葉
（
相　
又
）

　
笠
井　
信　

  （
西　
嶋
）

　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
10
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
定
員 
15
人

■
場
所 
富
士
川
町 

町
民
会
館

■
受
講
料 
無
料

■
申
込
締
切 
９
月
14
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５
（
２
２
８
）
８
３
８
３

■
日
時 

9
月
24
日
㈰

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

【
イ
ベ
ン
ト
】

　
昭
和
町
総
合
体
育
館

 

（
昭
和
町
押
越
１
０
０
１
）

【
表
彰
式
】
昭
和
町
総
合
会
館

 

（
昭
和
町
押
越
６
１
６
）

■
内
容　
第
39
回
動
物
愛
護
図
画

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
長
寿
犬
飼

育
者
表
彰
式
、
犬
猫
飼
い
方
・
健

康
相
談
、
一
日
獣
医
体
験
、
無

料
乗
馬
体
験
、
盲
導
犬
・
聴
導

犬
紹
介
、
動
物
愛
護
イ
ベ
ン
ト

シ
ョ
ー
（
サ
ク
ラ
イ
ザ
―
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー
）
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
福
祉
保
健
部 

衛
生
薬
務
課 

食
品
衛
生
・
動
物
愛
護
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
８
９

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

農業委員農地利用最適化推進委員

山
梨
県
動
物
愛
護
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ



おしらせ　INFORMATION

広報みのぶ　9月号　No.156 22広報みのぶ　9月号　No.156 18

【対象者】身延町在住または出身の親子
　　　　（お孫さんでもＯＫ）※小学生まで

【参加費】1 組につき 1,000 円（枝 約 10 本）
【実施日】平成 29 年 10 月 21 日㈯ 午前 10 時～
【会　場】下山小学校付近
【申込方法】申込書をご記入の上、商工会宛てにＦＡＸまたは持参
　　　   ９月 21 日（木）「チラシ兼申込書」を町内朝刊折込予定

地元だから出来る素敵な思い出づくり♪

身延町商工会（身延町梅平 2483-36）
☎ 0556-62-1103   FAX 0556-62-1183

問い合わせ先
申し込み先

告
知

身延町商工会青年部主催

親子であけぼの大豆収穫体験
先着

30組

 ~

有
料
広
告~

 

掲載サイズ　縦 55mm ×横 80mm
（この有料広告募集の枠の大きさです。）

　広報みのぶに広告を掲載しませんか？
掲載は随時募集しています。詳しくは政策室
広聴広報担当までお問い合わせください。
 ☎ 0556-42-4801　

有料広告募集

税務課からお知らせ
消費税軽減税率制度説明会

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
鰍
沢
税
務
署 
法
人
課
課
税
部
門

　
☎
０
５
５
６
（
２
２
）
３
１
９
１

　
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
は
、
平
成
31
年
10
月
1

日
か
ら
の
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
と
同
時
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
軽
減
対
象
品
目
の
取
り

扱
い
が
あ
る
消
費
税
の
課

税
事
業
者
の
方
だ
け
で
な

く
、
例
え
ば
、
会
議
費
や

交
際
費
と
し
て
飲
食
料
品

を
購
入
す
る
事
業
者
の
方

や
、
消
費
税
の
免
税
事
業
者

の
方
も
、
取
扱
商
品
の
適

用
税
率
の
確
認
や
適
用
税

率
ご
と
の
区
分
経
理
な
ど
、

制
度
の
実
施
に
向
け
た
準

備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

鰍
沢
税
務
署
で
事
業
者

の
方
を
対
象
に
、
消
費
税

の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関

係
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

～ 事業主さん対象 ～

開催日 開催時間 開催場所
９月 22 日（金）

午後１時 30 分

午後３時

市川三郷町役場 １階大会議室
（西八代郡市川三郷町市川大門 1790-3）

９月 26 日（火） 富士川町民会館（旧鰍沢福祉ホール）２階大ホール
（南巨摩郡富士川町鰍沢 655-57）

９月 28 日（木） 身延町総合文化会館 ２階会議室
（南巨摩郡身延町波木井 407）

※
税
務
署
に
ご
連
絡
い
た
だ
く

際
は
、
自
動
音
声
に
従
っ
て

「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

~

ご
協
力
あ
り
が
と
う

�
ご
ざ
い
ま
し
た

　
8
月
10
日
、
町
主
催
の
献
血
が

中
富
総
合
会
館
前
と
身
延
支
所
前

に
て
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
49
人
の

方
が
献
血
に
協
力
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
身
延
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
日
赤
奉
仕
団

の
皆
さ
ん
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ

き
ま
し
た
。
暑
い
中
多
く
の
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
保
健
課

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
４
６
１
１

　
献
血

　
血
液
は
人
間
の
生
命
を
維
持
す

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

大
変
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

怪
我
や
病
気
で
血
液
が
少
な
く

な
っ
た
人
に
は
、
足
り
な
く
な
っ

た
血
液
を
補
う
輸
血
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
科
学
の
発
達
し
た
現

在
で
も
、
輸
血
に
使
用
す
る
血
液

を
人
工
的
に
造
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
医
療
現
場
で
毎
日

使
わ
れ
る
血
液
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
善
意
の
献
血
が
絶
え
間
な

く
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
献
血
は
甲
府
献
血
ル
ー
ム
「
グ

レ
ー
プ
」、
献
血
バ
ス
に
お
い
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
（
２
５
１
）
５
８
９
１

　
甲
府
献
血
ル
ー
ム「
グ
レ
ー
プ
」

　
☎
０
５
５
（
２
３
５
）
３
１
３
５



おしらせ　INFORMATION

広報みのぶ　9月号　No.15623

	 氏　名	 （年		齢）	 届出人	 （地　区）

出 生 すくすくよい子に

	 あかちゃん	 保護者	 （地　区）

死 亡ありがとうございます ご冥福をお祈りします

※個人情報保護のため、個人が特定できる情報は
　削除して掲載しました。

―　身 延 町 へ　―

寄 付

婚 姻

　〈 入 札 結 果 を 公 表 し ま す 〉 －　入札日　7 月 11 日　－　 
件 名 場 所 請 負 業 者 契約金額（円） 落札率（％）

古長谷配水管布設工事（３工区） 古 長 谷 ㈱小林建設所 24,840,000 98.21
あけぼの大豆拠点施設備品（プレハブ冷蔵庫） － ホシザキ東京㈱ 2,548,800 94.48

 －　入札日　7 月 13 日　－　 
件 名 場 所 請 負 業 者 契約金額（円） 落札率（％）

しだれ桜の里づくり第２期工事測量設計業務委託 － ㈱リナン 2,538,000 94.00
 －　入札日　7 月 31 日　－　 

件 名 場 所 請 負 業 者 契約金額（円） 落札率（％）
身延町立身延小学校校舎改修工事設計業務委託 － ㈱馬場設計 3,942,000 84.88
古長谷配水管布設工事（４工区） 古 長 谷 ㈱小林建設所 31,644,000 98.82
久那土配水管布設工事 三 澤 ㈱古関工業 8,802,000 98.07
町道役場五条線道路改良舗装工事 常 葉 出羽建設㈱ 6,436,800 95.06
町道田原鴨狩線道路改良工事 下 田 原 ㈱丸一産業 5,832,000 97.47
身延町町勢要覧更新印刷製本 － ㈱サンニチ印刷 1,134,000 65.63
林道三石山線舗装工事 大 島 丸浜舗道㈱ 9,234,000 95.79
みのぶ自然の里公用車（軽トラック）購入 － 高松自動車整備工場 1,306,800 87.13
しだれ桜の里植栽管理業務委託 － ㈱富士グリーンテック 3,996,000 95.12
しだれ桜の里づくり事業整備植栽工事 下 山 ㈱富士グリーンテック 28,890,000 97.03

―　社会福祉協議会へ　―

平成29年7月1日～ 31日までの受付（敬称略・順不同） ※字体は原則として新字を使用しています。
※本人・ご家族の申し出があったもののみを掲載しています。

広報みのぶ　9月号　No.15619



広報みのぶ　9月号　No.156 24

過去の広報みのぶは、身延町ホームページにて閲覧できます。
https://www.town.minobu.lg.jp/

清水ミチコ
　 トーク＆ライブ

尾崎亜美＆岡本真夜
 コンサート

チケット
 販売中 !!

身延町議会議員一般選挙
内　容 日　時 場　所

立候補予定者説明会   ９月 20 日（水）午後１時 30 分～ 身延町役場　２階会議室
立 候 補 届 出 書 類
事 前 審 査 10 月 10 日（火）午前９時～午後４時 身延町役場　２階会議室

告 示 ・ 立 候
補 届 出 受 付

10 月 17 日（火）
　午前８時 30 分～午後５時 身延町役場　２階会議室

期 日 前 投 票 10 月 18 日（水）～ 21 日（土）
　午前８時 30 分～午後 8 時

町内３投票所（どこの期日前
投票所でも投票できます）

投 票 日 10 月 22 日（日）午前７時～午後８時
　※一部投票所は、午後７時で終了

町内 21 投票所（投票所は入
場券に記載されています）

開  　票 10 月 22 日（日）午後９時～ 身延町中富総合会館

10 月 22 日（日）は

の投開票日です

広
報
み
の
ぶ

●
	編
集
・
発
行

　
身

延
町

役
場

 政
策

室
 広

聴
広

報
担

当
〒
409-3392　

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
切
石
350

番
地

☎
0556-42-2111（

代
表
）
URL	https://www.minobu.lg.jp/

毎
月
１
回
（
１
日
）
発
行

9
月
号
　
NO
.156

■ チケット購入・お問い合わせ先
　 身延町総合文化会館
　 ☎ 0556-62-2110

10 月 1 日
　午後２時 30 分 開場
　尾崎亜美＆岡本真夜
 コンサート

10 月 7 日
　午後３時 30 分 開場
　清水ミチコトーク＆ライブ

※立候補予定者説明会への出席は、立候補予定者１人につき２人まで
とさせていただきます。

※投票所入場券は 10 月 18 日（水）から各家庭に郵送を開始します。
封入ハガキで１枚につき４人分までが封入されています（入場券が
届く前でも投票所で本人確認後、投票することができます）。

選挙年齢が 18 歳以上になりました。
　平成 27 年６月、公職選挙法等の一部を改正する法律が成立し、公布
されたことで、満 18 歳以上が有権者となりました。あなたの意思を町
政に反映させる大切な 1 票です。忘れずに投票をお願いします。


